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日本企業におけるコスト構造とコストドライバーの変化

－１９８０年－２００９年における我が国製造原価明細書の分析－

庵谷 治男＊１，新井 康平＊２，小野慎一郎＊３，

妹尾 剛好＊４，福島 一矩＊５，目時 壮浩＊６

Abstract
The purpose of this paper is to investigate changes of time series for cost structures and

cost drivers in Japanese manufacturing. Using statement of cost of goods manufactured, we
investigate the ratio of cost of material, labor and other expenses, the effect of cost driver for
other expenses. The results of this study shows that remarkable decrease in the material cost
ratio and a trend toward a decrease in the influence of volume-based cost diver for expenses.
This results implicate that the necessity of Activity-based Costing in recent Japanese facto-
ries.

Keywords: Statement of Cost of Goods Manufactured, other expenses, Activity-based Cost-
ing, cost structures, cost driver

論文要旨

本研究の目的は，日本企業一般を対象とし，コスト構造とボリュームベースのコストドライバー

の影響力の時系列的な変化を明らかにすることである。具体的には，主として製造原価明細書の

データを用いて，材料費，労務費，経費の総費用に占める比率と，経費に対するボリュームベー

スのコストドライバーの影響力の変化を分析した。分析の結果，材料費率の顕著な減少傾向と，

経費に対するボリュームベースのコストドライバーの影響力の減少傾向が示された。この結果は

日本企業において，活動基準原価計算が有用である可能性を示している。
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１ ただし，コスト構造と ABCの利用の関連については，先行研究の結果は必ずしも一致していない。
オーストラリアの企業を対象とした Brown et al.（２００４）は，製造間接費の割合と ABCの利用に関連は
ないことを示している。日本企業を対象とした吉川・渡辺（２０００）では，製造間接費の割合と ABCの
利用について，わずかな関連しか明らかにできていない。これに対し，英国の企業を対象とした Al-Sayed
and Dugdale（２０１６）は，製造間接費の割合が高いほど，ABCのような管理会計実務の利用が促進され
ることを明らかにしている。

１ はじめに

活動基準原価計算（Activity-based Costing; 以下，ABC）の導入が必要となるには，製造
間接費の割合が高まっていること，その変動に対する売上高や直接作業時間のようなボリュー

ムベースのコストドライバーの影響力が低下していることが前提とされている（清水 ２０１４;
Kaplan１９９８）。前者について，製造間接費を多く含むと考えられる経費の割合は，日本企業
では１９９３年まで一貫して上昇傾向である（奥本１９９６）。後者について，１９９０年代以降，工場レ

ベルの原価情報を用いて，製造間接費のコストドライバーの多様性を探求する研究が進展し

た。その結果，製造間接費に対しては，売上高や直接作業時間のようなボリュームベースのコ

ストドライバー以外のコストドライバーの存在が明らかとなった（Banker and Johnston
２００７）。しかし，先行研究には，業種を超えた日本企業一般を対象とした研究，特に縦断的研

究がほとんどないという限界がある。本研究の目的は，この限界を踏まえ，日本企業一般を対

象とし，コスト構造とボリュームベースのコストドライバーの影響力の時系列的な変化を明ら

かにすることである。

本研究では，主として製造原価明細書のデータを用いて分析した。その結果，第１に，製造

直接費を多く含むと考えられる材料費について，当期製造総費用に占める比率の減少傾向を確

認した。第２に，製造間接費を多く含むと考えられる経費に対し，ボリュームベースのコスト

ドライバーの影響力の減少傾向を確認した。これらの結果は，日本企業における ABCの有用
性を示唆する。

２ 先行研究

２.１ コスト構造とコストドライバーに関する研究

原価計算における製造間接費の配賦は，ミラーとボルマンによる「隠された工場（the hidden
factory）」の議論以降，管理会計研究において主要な研究テーマとなった（Banker and
Johnston２００７; Miller and Vollman１９８５）。クーパーとキャプランによって提案された ABC
は，まさにそのような実務的な問題に応えうる原価計算手法であるかに思われた（Cooper and
Kaplan １９９１）。しかし，現状，少なくとも日本企業では，ABCが普及していないという調査
結果が示されている（吉田ほか２０１２）。その後，キャプランたちは時間主導型 ABC（Time Driven
ABC）という手法を提唱し，現在でも国内外で多くの研究が行われているが，実務では普及
していない（庵谷２０１５）。

ABC導入の必要性の前提として，製造環境の変化などにより，時系列的に製造間接費の割
合が高まっているとされる（清水 ２０１４）１。また，製造間接費に対し，売上高や直接作業時間
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２ 中川・浅田（１９９７）や Boer and Jeter（１９９３）はともに，コスト構造の時系列的な変化は，全製造業
でみるとほとんど生じておらず，特定の業種でのみ変化していることを明らかにしている。ただし，こ
れらの研究には，コスト構造の分類が通常の管理会計研究と異なるという問題がある。
３ Zimmerman（２０１３）は ABCについて，総原価の説明変数として，ボリュームベースのコストドラ
イバーだけではなく，多様なコストドライバーを追加することにより，重回帰分析で考えた場合の決定
係数が高まり，説明力が上がるというアナロジーで説明している。

のようなボリュームベースのコストドライバーの影響力が低下していると主張される（Kaplan
１９９８）。以下では，このコスト構造とコストドライバーの変化について，先行研究をまとめる。

まず，企業のコスト構造の現状について，質問票調査の結果によって，製造間接費の割合が

必ずしも高くないなどの特徴がある程度明らかになっている（清水２０１４; Al-Omiri and Drury
２００７）。しかし，これまでの質問票調査に基づくコスト構造研究には，回答者の主観の影響を

排除できない，縦断的研究がほとんどないという限界がある。一方，公表データに基づくコス

ト構造研究では，中川・浅田（１９９７）や Boer and Jeter（１９９３）など，縦断的研究がいくつ
かある２。なかでも，製造原価明細書のデータを用いた奥本（１９９６）によると，１９９３年まで製

造間接費を多く含むと考えられる経費の割合は一貫して上昇傾向であり，「特に１９９０年以降強

く上昇傾向にある」（奥本１９９６,１０５）という。しかし，このような研究は，近年ほとんどみら
れない。

つぎに，コストドライバー研究では，製造間接費に対し，売上高や直接作業時間のようなボ

リュームベースのコストドライバー以外にも，原価の変動を説明する多様なコストドライバー

の存在が明らかになっている（Kaplan １９９８）３。これらの多様なドライバーの存在についての
実証的な証拠は，Banker and Johnston（２００７）によってまとめられている。しかし，コスト
ドライバーに関する先行研究には，分析対象が特定の業種に限られている，時系列が短いとい

う限界がある。そのため，業種を超え，一般的な企業のボリュームベースのコストドライバー

の影響力の長期的な変化を明らかにする必要がある。また，そもそも日本企業を対象としたコ

ストドライバー研究はほとんどないため，日本企業を対象とした分析の必要性は高い。

以上のコスト構造とコストドライバーの先行研究の限界を克服するため，本研究では次のよ

うな研究課題を示す。

研究課題：日本企業一般におけるコスト構造とボリュームベースのコストドライバーの影響力

について，時系列的な変化を明らかにすること

２.２ 製造原価明細書に関する研究

本研究では前述の課題に取り組むにあたり，製造原価明細書に注目する。製造原価明細書は，

１９５１年（昭和２６年）３月に規定された「財務諸表等の用語，様式及び作成方法に関する規則取

扱要領」により，有価証券報告書の個別損益計算書への添付が義務づけられ，その後も開示が

続けられてきた（青木２０１０）。しかし，２０１４年３月３１日以後，個別財務諸表の簡素化が認めら

れ，連結財務諸表上でセグメント情報を注記していれば，製造原価明細書を開示することが不

要になった。実際，梶浦（２０１６）が EDINETで集計した結果，製造原価明細書を掲載する会
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４ 梶浦（２０１６）は３月期決算の会社に限定して，調査を行っている。
５ 高橋（２０１４）も引用しているとおり，櫻井（１９８１）など，以前から製造原価明細書は損益分岐点分析
などに必要な資料が十分に得ることができず，妥当性の高い分析に役立てることが難しいといった欠点
を指摘する論者もいた。
６ 高橋（２０１４）は青木（２０１０）と同様，人件費情報のみは，何らかのかたちで開示が必要と主張してい
る。
７ 佐藤（２０１４）は製造原価明細書の情報を用いて，標準原価計算，実際原価計算の実施状況，どのよう
な個別原価計算，総合原価計算が実施されているのかを明らかにしている。

社数は，２０１３年３月期決算の１,２５４社から２０１５年３月期決算では３２４社に激減している４。
近年のこのような状況下において，製造原価明細書を取り上げた先行研究では，企業にとっ

てのコストや情報利用者にとってのベネフィットの観点から議論が行われてきた。たとえば高

橋（２０１４）は，製造原価明細書が現在では高い質の情報を提供できているとは言えないという

欠点を指摘している５。具体的には，以前の製造原価明細書の作成に必要となる情報の収集と

作成費用，コスト構造の透明度の向上が引き起こす競争条件の悪化といった企業が支払うコス

トが，製造原価明細書の公表によって得られるベネフィットを下回っている可能性もあると述

べている６。その一方で，実務書などでは，製造原価明細書を利用することにより，当該企業

の原価の３要素など，他の財務書類にはない情報を用いて，より精緻なコスト構造の分析が可

能になることも指摘されている（貝増２０１４; 西山２００６;三浦２０１４）。
それに対し本研究では，実証研究における製造原価明細書の有用性に注目する。奥本（１９９６）

などの例外を除き，製造原価明細書を用いた実証研究はほとんど行われていない（青木２０１０）７。

しかし，製造原価明細書からは製造原価に関する中長期の時系列データを利用できることを踏

まえれば，実証分析のデータソースとして役立つ可能性がある。特に，コスト構造やコストド

ライバーの時系列的な変化を明らかにするという本研究の課題を解決するうえでは，非常に有

益であると考えられる。そこで本研究では，研究課題の解決のため，主として製造原価明細書

を用いた実証分析を行う。

３ 研究方法

本研究の実証分析では，日経 NEEDS-Financial Quest ２.０（以下，日経 NEEDS）から取
得した個別損益計算書と附属明細書である製造原価明細書のデータを用いる。サンプルサイズ

は，表１のとおりとなった。１９７０年代の前半については，日経 NEEDSに収納されているサ
ンプルは１,０００社未満である。また，２０１０年代に急激にサンプルサイズが低下していることが
みてとれる。このような１９７０年代と２０１０年代のサンプルサイズが小さい点，そして１０年単位の

時系列特性をわかりやすくまとめやすいという点から，１９８０-２００９年までを分析対象サンプル
とする。ただし，決算月が１２ヶ月ではないサンプルについては除外して分析をしている。さら

に，外れ値の影響を軽減するため，財務数値については上下１パーセンタイルでの置換処理を

実施している。

なお，製造原価明細書では，材料費，労務費，経費の発生額が示されるのみであり，直接費
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表１ 年度別のサンプルサイズ

４３８９０７１,１３３１,１４７１,１７４サイズ
２０１４２０１３２０１２２０１１２０１０年 度

１,１８８１,２０２１,２０９１,２１９１,２３８１,２５５１,２８５１,３２３１,３６０１,３７１サイズ
２００９２００８２００７２００６２００５２００４２００３２００２２００１２０００年 度
１,３８２１,３７９１,３７６１,３６９１,３５７１,３４４１,３３３１,３２４１,３０１１,２８０サイズ
１９９９１９９８１９９７１９９６１９９５１９９４１９９３１９９２１９９１１９９０年 度
１,２４６１,２０５１,２０３１,２０３１,１７４１,１５８１,１４５１,１１９１,０９０１,０８６サイズ
１９８９１９８８１９８７１９８６１９８５１９８４１９８３１９８２１９８１１９８０年 度
１,０７０１,０６３１,０５７１,００４８７１３１５２８９２６９２５６２４２サイズ
１９７９１９７８１９７７１９７６１９７５１９７４１９７３１９７２１９７１１９７０年 度
１８９１７８１６９１６１１５１８７１サイズ
１９６９１９６８１９６７１９６６１９６５１９６４１９６３年 度

８ ただし，この変化が下請の増加などの理由により，材料費から直接経費である外注加工賃にシフトす
るといった，別の原因により生じている可能性も否定できない。

と間接費のデータは提供されない。そこで，本研究では製造間接費を多く含むと考えられる経

費に着目してボリュームベースのドライバーの影響力を検証する。奥本（１９９６）も「製造経費

のうち，外注加工費を除く多くの部分は製造間接費と考えられるので，ここでは間接費指標と

して経費比率を採用」（奥本１９９６,１０９）している。また，操業度についてのデータもないため，
Banker et al.（１９９５）などを参考にし，ボリュームベースのドライバーの代理変数として，労
務費と売上高を用いる。具体的には，各代理変数の対数変化した変化率を説明変数に，対数変

換した経費の変化率を被説明変数とする回帰分析を５年単位で区切られたサンプルに対して行

う。なお，業種と年度の影響を統制するために，東証業種分類による業種ダミーおよび年度ダ

ミーを説明変数に含める。

４ 分析結果

４.１ コスト構造の変化

各年度の材料費，労務費，経費の当期製造総費用に占める各費目の構成割合を時系列でプロッ

トすると，図１のようになった。図１の横軸は年度を，縦軸は各費目の比率を示している。総

製造原価ではなく，総費用に対する割合を明らかにしたため，販管費を含めた費率を示してい

る。また，図１の結果をわかりやすくするため，１９８０年代，９０年代，２０００年代と集約した結果

は表２のとおりとなった。

図１と表２に示すとおり，材料費率には下降トレンドが，経費には販管費と同様に上昇トレ

ンドがみてとれた。労務費率は統計的には有意な下降トレンドがみられたが，これは実質的な

影響力はわずかである。材料費率は，１９８０年時点で６４.３％を占めていたものが２００９年時点で５２.９
％程度まで低下するという顕著な減少傾向を示している。この結果は，ABCの必要性につい
ての議論が前提としていたコスト構造の変化とある程度整合している８。
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表２ 各費目の構成割合の記述統計量

.１６
［.１５, .１７］

.２９３３
（.２５１１）

.２７８７
（.２３４９）

.１９６６
（.１６５１）

経 費 率

－.０５
［－.０６,－.０４］

.１５２０
（.１４１８）

.１６６９
（.１５８０）

.１５９８
（.１４５２）

労 務 費 率

－.１３
［－.１４,－.１２］

.５５４６
（.５８１７）

.５５４４
（.５７６９）

.６４３６
（.６６２８）

材 料 費 率

年と年度別費率の
相関係数

［９５%信頼区間］

２０００年代
平均値

（同中央値）

１９９０年代
平均値

（同中央値）

１９８０年代
平均値

（同中央値）

相関係数はピアソンの相関係数。時系列トレンドの有無についてはマン・ケンドールの傾向検定を行い，

いずれも p<０.０５で有意となった。

９ また，業種別の推定結果については，末尾に付録として掲載しているのであわせて参考にされたい。

図１ 各費目の構成割合の変化

４.２ ボリュームベースのコストドライバーの影響力の変化

表３は経費の対数変化率を被説明変数とし，労務費の対数変化率を説明変数とした場合の回

帰分析の結果を示している。この偏回帰係数の変化をプロットしたものが，図２である。１９８０

-１９８４年のサンプルでは，労務費の変動と経費の変動には高い関連があり，２００５-２００９年のサン
プルでも高いとはいえ，時間経過とともにその関連は低下していくことが明らかとなった９。

表４は，上記の結果の頑健性を確認するために，経費の対数変化率を被説明変数とし，売上

高の対数変化率を説明変数とした場合の回帰分析の結果を示している。また，この偏回帰係数

の変化をプロットしたものが，図３になる。売上高を代理変数とした場合も，経費の変動と売

上高の変動には高い関連があったものが，時間経過とともにその関連性は低下している。これ

らの結果は，ABCの有用性が前提としていた，ボリュームベースのコストドライバーの影響
力の変化とある程度整合している。
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図２ ボリュームベースのコストドライバー（労務費）の影響力の変化

表４ 経費に対するボリュームベースのコストドライバー（売上高）の影響力

（ ）内は，９５%信頼区間である。経費および売上高については対数変化率を用いている。nはサンプルサ
イズを，adj.R２は自由度調整済み決定係数を表す。変数は，上下１パーセンタイルで置換処理している。
***は両側検定で p<０.０１であることを表す。

０.２９６０.２７２０.２７７０.３１９０.３０３０.３８７adj.R２
５,９７９６,５４８６,８０７６,５４０５,９８９５,５６２n
YESYESYESYESYESYES年度ダミー
YESYESYESYESYESYES業種ダミー

０.６９２***
（０.６５９,
０.７２６）

０.７４４***
（０.７１２,
０.７７５）

０.８２３***
（０.７８９,
０.８５７）

０.８４４***
（０.８１０,
０.８７８）

０.８８９***
（０.８５３,
０.９２５）

０.９１７***
（０.８８４,
０.９５０）

売上高

２００５-２００９２０００-２００４１９９５-１９９９１９９０-１９９４１９８５-１９８９１９８０-１９８４
経 費

表３ 経費に対するボリュームベースのコストドライバー（労務費）の影響力

（ ）内は，９５%信頼区間である。経費および労務費については対数変化率を用いている。nはサンプルサ
イズを，adj.R２は自由度調整済み決定係数を表す。変数は，上下１パーセンタイルで置換処理している。
***は両側検定で p<０.０１であることを表す。

０.２１３０.２４５０.２０４０.１９３０.２１６０.２６１adj.R２
５,７９３６,３７０６,５８４６,３４８５,７８６５,４５０n
YESYESYESYESYESYES年度ダミー
YESYESYESYESYESYES業種ダミー

０.４２４***
（０.２７４,
０.５７４）

０.４４６***
（０.３００,
０.５９２）

０.４８０***
（０.３７４,
０.５８６）

０.４５０***
（０.２５４,
０.６４７）

０.５６０***
（０.４２０,
０.７００）

０.６１３***
（０.４０６,
０.８２０）

労務費

２００５-２００９２０００-２００４１９９５-１９９９１９９０-１９９４１９８５-１９８９１９８０-１９８４
経 費
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１０ 注８でも示したとおり，直接経費である外注加工賃が多く存在する可能性は，本研究の結果を解釈す
る際に注意を要する。

図３ ボリュームベースのコストドライバー（売上高）の影響力の変化

５ 結 論

本研究では，ABC導入の必要性の前提である，コスト構造とボリュームベースのコストド
ライバーの影響力の時系列的な変化を明らかにするため，日本企業の製造原価明細書から得ら

れた多業種・長期間のデータを用いて分析を行った。その結果，材料費率と労務費率の減少傾

向，経費率の上昇傾向が確認された。特に材料費率の減少傾向は顕著だった。そして，経費に

ついて，ボリュームベースのコストドライバーの影響力が，減少傾向であった。

これらの事実は，管理会計研究の主要なテーマとなった，ABCに関する研究に対し，つぎ
のようなインプリケーションをもたらす。第１に，材料費の減少傾向と経費率の上昇傾向は，

ABCに関する研究が主張するような製造間接費の割合が時系列的に高まっている可能性を示
唆している。第２に，製造間接費を多く含むと考えられる経費について１０，ボリュームベース

のコストドライバーの影響力が時系列的に低下していることも，ABCの利用が適している状
況が生じている可能性を示唆している。ABCは少なくとも日本企業では普及していないとい
う調査結果が示されており（吉田２０１２），理論と実務にギャップがあるとされるが（川野２０１６），

ABCに関する研究がその貢献を主張する状況は実際に生じており，日本企業に普及しない理
由は導入研究が示すように，必要であるにもかかわらず普及が進んでいない可能性がある（谷

２００４）。

もちろん，前述の高橋（２０１４）が指摘するとおり，製造原価明細書の情報の質は十分とはい

えないため，以上の結論を過度に強調することは危険である。しかし，本研究はこれまでほと

んどなかった製造原価明細書を用いた実証研究としても，一定程度の貢献を果たすことができ

たといえるだろう。
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付録 業種別の推定結果

０.６８０.６８-０.０１０.７４０.９００.９２その他製品
０.５９０.５９０.５０１.２７０.０４１.２９精密機器
０.７１０.７１０.５６０.４００.４８１.０４輸送用機器
０.５４０.５４０.８００.８００.６３０.７６電気機器
０.３８０.３８０.８７０.３３０.４８０.８５機械
０.９６０.９６０.２８０.９０１.１１０.５１金属製品
０.７６０.７６０.４８０.３２０.６４０.９３非鉄金属
０.３９０.３９０.５６１.３８０.７４１.２３鉄鋼
０.３２０.３２０.６７０.３７０.８４０.５７ガラス・土石製品
０.５６０.４２０.９３０.９４０.９９０.４８医薬品
０.２１０.３１０.４１０.９２０.９５０.６９化学
０.０１０.３００.５６０.７２０.２９０.５０パルプ・紙
０.４００.２４０.２８０.１２０.８３０.５５繊維製品
０.５１０.４４１.３１０.１８１.０８０.９７食料品

２００５-２０００-１９９５-１９９０-１９８５-１９８０-
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